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平成２０年度夢づくり協働推進事業の実施状況 １ 

事 業 名 

男女共同参画啓発事業 

事業の概要 

１ 男女共同参画啓発事業委託 

県民への意識啓発を目的として、知識や実務経験豊富な管内の男女共同参画推進団 

体等から事業企画を広く募集し、優秀な提案を選定して、団体への委託により事業を 

実施した。 

２ 男女協働参画団体交流事業 

県民局に管内の男女協働参画団体の代表が集まり、定期的に協働ミーティングを開 

催し、団体間の情報交換を行った。 

３ 人権研修会 

備中県民局主催の「男女共同参画社会づくり表彰式」に併せて、市民団体の企画・ 

運営による人権研修会を実施した。 

協働の主体、役割分担 

事業 協 働 の 主 体 役 割 分 担 

男女共同 （男女共同参画推進団体等を対象） 「男女共同参画啓発事業」の企画 
参画啓発 「エンパワメント MOMO」 ・運営 

事業委託 （笠岡市） 

県民局（協働推進室） 企画コンペの実施、対象事業選定、 

市民団体への事業委託 
事業の広報、参加者募集等への協 

力 

男女協働 「イーブくらしきネットワーク」 交流会での情報交換・提言 

参画団体 等、管内の男女共同参画推進団体 「人権研修会」の企画・運営 
交流事業 の代表ほか 

人権研修 県民局（協働推進室） 交流会の運営 

会 「人権研修会」の事務局業務
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実 施 状 況 

１ 男女共同参画啓発事業委託 

（１）企画コンペの公募 

備中県民局管内の男女共同参画推進団体等を対象として、幅広い県民を対象とす 

る男女共同参画啓発事業の企画提案を実施した。 

①対象団体：備中管内に拠点をおく市民団体（会員１０人以上、活動２年以上） 

②実施場所：新見・高梁地区で１件、それ以外で１件 

③事業費：２０万円以内 

（２）プレゼンテーションの実施 

応募した「エンパワメント  MOMO」の代表者、会員４人が参加し、プレゼンテ 

ーションを実施し、審査により委託が適当と認定された。 

①実施日 ：平成２０年１１月４日（火） 

②実施場所：備中県民局会議棟 

（３）講演会の実施 

育児期の親にとっては、仕事・家庭・育児と自分自身の時間のバランスを取るこ 

とが難しい。男女共同参画による子育てを考え、自分自身を見つめ直して、自尊感 

情を取り戻し、肩の力を抜いて子育てに望めるよう、講演会を実施した。 

期 日 場所・参加者数 実 施 内 容 等 

H21.1.24  サンライフ笠岡 講演会：子育て・仕事・そして「わたし」 
(土) 第１研修室 ～お父さんとお母さんがもっと自分を好き 

参加者 ６４人 になるために～ 

講 師：北村年子さん 

（ルポライター、自己尊重トレーナー） 

代表者の挨拶 北村先生の講演 託児の様子 

２ 男女協働参画団体交流事業 

（１）協働ミーティングの開催 

管内男女共同参画推進団体の代表等が、備中県民局に定期的に集まり、団体間の 

情報交換を行った。
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３ 人権研修会 

備中県民局主催による「男女共同参画社会づくり表彰式」に併せて、協働ミーティ 

ングの企画・運営による人権研修会を実施した。 
DV をテーマとするコント、人権に関する講演のほか、協働ミーティング参加団体 

が会場においてパネル展を開催し、それぞれの活動状況を講演会の参加者にアピール 

した。

期 日 場所・参加者数 実 施 内 容 等 

H20.12.11  くらしき健康福祉 男女共同参画コント 「DV って何でえ？」 

(木) プラザ 大ホール イーブくらしき座 
約２００人 講演会： 「障害を受け入れ 感謝で生きる」 

講 師：表現者「たけ」 
（本名 河村武明ポストカード作家） 

「男女共同参画社会づくり 「男女共同参画コント」 「たけ」さん講演会 

表彰式」 

成果・効果 

１ 男女共同参画啓発事業委託 

（１）市民団体のこれまでの経験を生かし、また、関係団体とのネットワークを活用して 

費用も低廉で、かつ効果の高い講演会を実施できた。 

（２）市民団体としても、費用面で実施困難な事業を委託事業として実現でき、活動の拡 

充が図られた。また、提案書の作成、プレゼンテーションの実施、事業報告の作成等 

を通じて事務処理能力を向上させ、今後の法人化等への展望が開けた。 

２ 男女協働参画団体交流事業・人権研修会 

（１）全県的に、県民局・支局に事務局を置く地域男女共同参画活動推進センターの解散 

が進む中で、 交流会での団体間の情報交換・連携が団体存続へのエネルギーとなった。 

（２）人権研修会の開催を通じて、男女共同参画団体のスキルアップ、団体間の交流促進 

が図られた。


